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宝　

本
市
は
、
当
初
Ｊ
Ｋ
Ａ

（
公
営
競
技
の
競
輪
と
オ
ー

ト
レ
ー
ス
を
統
括
す
る
経
済

産
業
省
所
管
の
財
団
法
人
）

の
指
導
で
、
建
設
許
可
要
件

は
住
民
が
い
な
い
産
業
団
地

マ
リ
ン
ピ
ア
の
同
意
だ
け
で

構
わ
な
い
と
、
徳
島
市
や
地

元
住
民
に
説
明
し
続
け
て
き

市
民
環
境
部
長　

蛍
光
管
に

つ
い
て
は
、
大
部
分
が
収
集

運
搬
時
点
で
既
に
割
れ
て
い

る
た
め
、
や
む
を
え
ず
最
終

処
分
場
に
埋
め
立
て
処
理
し

て
い
る
。

大
木　

県
内
の
他
の
市
町
村

は
ど
の
よ
う
に
処
理
し
て
い

る
の
か
。

市
民
環
境
部
長　

県
内
の
自

治
体
も
本
市
と
同
様
の
所
が

多
い
。
幾
つ
か
の
自
治
体
に

お
い
て
は
、
北
海
道
な
ど
県

外
の
専
門
業
者
へ
処
理
を
委

託
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

大
木　

県
内
で
も
蛍
光
管
を

専
門
に
取
り
扱
う
民
間
の
中

間
処
理
、
リ
サ
イ
ク
ル
施
設

が
で
き
て
い
る
。
今
後
、
市

と
し
て
ど
う
取
り
組
ま
れ
る

の
か
。

市
民
環
境
部
長　

今
後
、
市

の
処
理
計
画
を
見
直
し
て
い

く
際
に
は
、
な
お
一
層
の
リ

サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

か
れ
て
い
る
。
外
国
貿
易
地

区
の
う
ち
、
港
湾
関
連
用
地

約
十
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
利
用

さ
れ
て
い
な
い
。
港
湾
関
連

以
外
で
も
利
用
で
き
る
よ
う

規
制
を
外
し
た
ら
ど
う
か
。

産
業
建
設
部
長　

港
湾
関
連

用
地
は
、
物
流
、
人
の
流
れ

な
ど
の
輸
送
活
動
と
そ
の
支

援
を
す
る
た
め
の
用
地
で
あ

る
。
工
場
誘
致
な
ど
幅
広
く

利
用
で
き
る
よ
う
県
に
働
き

か
け
を
行
う
。

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
肺
炎
球
菌

 

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
拡
大
を

天
羽　

子
ど
も
の
髄
膜
炎
を

予
防
す
る
た
め
の
ヒ
ブ
ワ
ク

チ
ン
、
ま
た
、
高
齢
者
の
肺

炎
を
予
防
す
る
た
め
の
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
拡
大

を
図
る
た
め
、
市
独
自
助
成

の
考
え
は
。

保
健
福
祉
部
長　

ヒ
ブ
ワ
ク

チ
ン
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

に
つ
い
て
は
、
公
費
負
担
に

つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。
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沖
洲
へ
の
大
規
模
競
輪
車
券
売
場
計
画

沖
洲
へ
の
大
規
模
競
輪
車
券
売
場
計
画

の
合
意
書
と
申
請
は
撤
回
を

の
合
意
書
と
申
請
は
撤
回
を

答　

地
元
住
民
の
理
解
を
得
る

　
　

た
め
説
明
す
る

日
本
共
産
党　

宝　
　
　

覚　
議
員　

沖
洲
へ
の
大
規
模
競
輪
車
券
売
場
計
画

の
合
意
書
と
申
請
は
撤
回
を

た
。
同
意
の
範
囲
（
許
可
要

件
）
は
、
許
可
権
者
の
経
済

産
業
省
が
「
直
接
的
影
響
を

受
け
る
周
辺
住
民
、
町
内
会

等
の
同
意
証
書
が
原
則
」
と

し
て
い
る
。
本
市
と
業
者
は

今
年
八
月
二
十
日
、
沖
洲
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
と
合
意

書
を
交
わ
し
た
が
、
そ
の
と

き
同
協
議
会
に
行
っ
た
説
明

は
「
同
意
は
マ
リ
ン
ピ
ア
だ

け
で
よ
い
」
と
、
経
産
省
の

許
可
要
件
と
全
然
違
う
説
明

を
し
て
合
意
書
を
取
り
つ
け

た
。
徳
島
市
も
経
産
省
も
地

元
住
民
四
千
名
の
反
対
署
名

は
重
い
と
表
明
。
虚
偽
の
説

明
で
と
っ
た
合
意
書
は
今
す

ぐ
白
紙
撤
回
す
べ
き
だ
。

産
業
建
設
部
長　

経
産
省
の

通
達
、
局
の
口
頭
指
導
、
徳

島
市
の
要
請
で
、
同
協
議
会

を
含
む
範
囲
の
地
元
住
民
に

理
解
を
得
る
よ
う
説
明
せ
よ

と
業
者
に
も
要
請
し
て
き

た
。

宝　

十
一
月
三
十
日
、
本
市

が
徳
島
市
へ
伝
え
た
「
今
後

は
同
協
議
会
も
含
む
範
囲
で

理
解
を
得
る
よ
う
誠
意
を

も
っ
て
対
処
す
る
」
の
「
誠

意
」
と
は
。

産
業
建
設
部
長　

沖
洲
住
民

か
ら
求
め
ら
れ
れ
ば
説
明
す

る
こ
と
だ
。

宝　

国
の
許
可
要
件
は
「
同

意
」
だ
。
あ
く
ま
で
説
明
で

よ
し
と
す
る
答
弁
に
は
到
底

納
得
で
き
な
い
。

都
市
計
画
の
線
引
き
廃
止
を

宝　

市
内
に
九
百
十
六
人
も

市
街
化
農
家
が
い
る
。
市
街

化
農
地
課
税
額
は
平
均
で

一
般
農
地
の
四
十
倍
、
高

い
所
で
百
倍
と
法
外
だ
。

二
〇
〇
〇
年
の
法
改
定
で
、

線
引
き
廃
止
は
県
の
判
断
で

可
能
と
な
り
、
近
隣
で
も

二
〇
〇
四
年
に
高
松
市
、
西

条
市
が
、
二
〇
〇
九
年
に
笠

岡
市
が
廃
止
す
る
な
ど
増
加

傾
向
。こ
れ
ら
先
進
地
で
は
、

特
定
用
途
制
限
地
域
と
い
う

新
制
度
導
入
で
緩
や
か
な
規

制
を
か
け
、乱
開
発
を
防
ぎ
、

線
引
き
廃
止
を
実
現
。
市
街

化
農
地
も
一
般
農
地
評
価
と

な
る
。
廃
止
す
べ
き
で
は
。

産
業
建
設
部
長　

本
市
が
東

部
都
計
区
域
か
ら
除
外
さ
れ

る
と
、
一
九
七
一
年
の
線
引

以
後
進
め
て
き
た
街
づ
く
り

を
根
本
的
に
見
直
す
必
要
が

出
て
く
る
。
市
単
独
の
廃
止

は
で
き
ぬ
と
思
う
。
市
民
か

ら
の
廃
止
要
望
が
あ
れ
ば
県

へ
伝
え
る
こ
と
は
可
能
。
国

の
都
計
法
見
直
し
論
議
を
注

視
し
た
い
。

宝　

先
行
市
も
県
広
域
都
計

区
域
に
組
み
込
ま
れ
て
い

た
。単
独
で
も
廃
止
で
き
る
。

廃
止
へ
向
け
早
急
な
取
り
組

み
を
求
め
る
。
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　視察に来市された議会
議　　　会　　　名 日　　時 人　数 調　　査　　事　　項

岩 手 県 花 巻 市 議 会 平成 21年 10 月 20 日 15 名 議会基本条例制定について

埼 玉 県 春 日 部 市 議 会 平成 21年 10 月 22 日 9名
下水道浸水被害軽減総合事業について

　※下水道室

埼 玉 県 熊 谷 市 議 会 平成 21年 10 月 28 日 14 名 議会基本条例について

岐 阜 県 可 児 市 議 会 平成 21年 11 月 4日 13 名
議会改革について

予算（事務事業評価）関係について

京 都 府 木 津 川 市 議 会 平成 21年 11 月 5日 11 名
議会基本条例について

議会改革について

埼 玉 県 戸 田 市 議 会 平成 21年 11 月 6日 11 名
議会運営全般について

事務事業評価について

大 阪 府 茨 木 市 議 会 平成 21年 11 月 11 日 6名
集中改革プランについて

議員年金について

静 岡 県 掛 川 市 議 会 平成 21年 11 月 12 日 11 名 議会による事務事業評価について

埼 玉 県 所 沢 市 議 会 平成 21年 11 月 13 日 16 名
議会報告会について

　※研修終了後、報告会現地視察

埼 玉 県 越 谷 市 議 会 平成 21年 11 月 16 日 12 名 議会改革の取り組みについて

栃 木 県 市 議 会 議 長 会 平成 22年 1月 14 日 14 名

議会基本条例について

（開かれた議会について、議会改革、

予算、決算審査）

青 森 県 五 所 川 原 市 議 会 平成 22年 1月 19 日 11 名 議会改革について

埼 玉 県 鶴 ヶ 島 市 議 会 平成 22年 1月 20 日 3名 議会改革について

　来市された議員への対応は、議会改革特別委員会のメンバー等が担当し、相互に意見
交換及び研修をしました。
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行
財
政
改
革
・
行
政
経
営
白
書
等
に
つ
い
て

　
　
　
　

福
岡
県
・
福
津
市
／
熊
本
県
・
人
吉
市
、
宇
土
市
へ

　
　
　

★
日　

程　

平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
日
〜
二
十
二
日

　
　
　

★
参
加
者　

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会　

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
野　

善
作
委
員
長
、
池
渕　

彰
副
委
員
長
、
井
村　

保
裕
委
員
、
安
平　

剛
之
委
員

■ 

調
査
先
選
定
理
由

　

行
財
政
改
革
、
行
政
経
営
白

書
等
に
つ
い
て
は
先
進
地
で
あ

り
、
本
市
の
行
革
推
進
と
、
初

め
て
取
り
扱
う
財
政
白
書
の
作

成
に
参
考
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
本
市
に
お
い
て
新

し
く
作
成
さ
れ
る
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
に
つ
い
て
も
、
作
成
の

方
法
・
分
析
に
つ
い
て
調
査
・

研
修
す
る
こ
と
は
今
後
の
議
員

活
動
に
必
要
と
考
え
、
政
務
調

査
を
行
っ
た
。

■ 

視
察
の
結
果
所
感

　

総
合
計
画
と
集
中
改
革
プ
ラ

ン
、
行
財
政
改
革
大
綱
実
施
計

画
に
そ
れ
ぞ
れ
数
値
目
標
を
定

め
、
三
つ
の
も
の
を
上
手
に
組

政務調査レポート

　

市
が
行
う
す
べ
て
の
事
業
計

画
を
経
営
白
書
と
し
て
集
約
し

て
い
る
の
は
、
受
け
手
の
住
民

側
か
ら
も
そ
の
意
味
が
非
常
に

理
解
し
や
す
い
形
と
な
っ
て
い

る
。

　

具
体
的
な
数
値
目
標
、
年
次

計
画
を
示
し
、
そ
の
進
捗
に
つ

い
て
も
年
度
ご
と
の
見
直
し
を

行
い
、
徹
底
し
た
運
営
実
施
が

行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
つ
い

て
は
、
本
市
も
導
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
感
じ
る
。

　

事
業
計
画
が
乱
立
し
て
わ
か

り
に
く
く
な
っ
て
い
る
自
治
体

計
画
書
が
多
く
あ
る
中
で
、
策

定
計
画
の
順
位
な
ど
を
明
確
に

定
め
、
体
系
別
に
整
え
て
い
る
。

　

み
合
わ
せ
て
運
営
し
、
経
営
白

書
と
し
て
一
つ
の
も
の
に
見
事

に
ま
と
め
上
げ
て
い
る
と
こ
ろ

に
感
心
し
た
。

　

事
務
事
業
評
価
を
三
月
か
ら

新
年
度
四
月
に
行
い
、
事
務
引

き
継
ぎ
に
う
ま
く
利
用
し
て
い

る
。

　

行
財
政
改
革
推
進
会
議
を
行

政
三
役
と
部
長
以
上
で
年
二
回
、

土
曜
日
・
日
曜
日
を
利
用
し
て

二
日
間
実
施
し
て
い
る
こ
と
も

見
習
う
べ
き
で
あ
る
。

　

部
長
権
限
が
大
き
く
、
部
単

位
の
経
営
を
徹
底
さ
せ
て
い
る

こ
と
も
大
い
に
見
習
う
べ
き
で

あ
る
。

　

市
の
運
営
を
経
営
感
覚
で

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
す
ば
ら

し
い
。

議
会
改
革
・
議
会
基
本
条
例

制
定
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

★
日　

程　

平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
九
日

★
講　

師　

議
会
改
革
特
別
委
員
会　

　
　
　
　
　
　

天
羽　

篤
委
員
長

高知県四万十町へ講師を派遣
　

高
知
県
、
四
万
十
町
か
ら
の
要
請
で
、
議
会
改
革

と
議
会
基
本
条
例
制
定
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
講

演
を
行
う
た
め
同
町
へ
出
張
し
た
。

　

講
演
の
内
容
は
次
の
と
お
り
。

一　

議
会
改
革
、
基
本
条
例
制
定
の
動
機

二　

基
本
条
例
制
定
に
向
け
て
の
留
意
点
と
経
過

三　

議
会
改
革
、
基
本
条
例
の
内
容
と
実
施
状
況

四　

さ
ら
な
る
改
革
を
目
指
し
て

　

参
加
者
か
ら
次
の
質
問
を
受
け
た
。

一　

自
由
討
議
の
必
要
性
に
つ
い
て

二　

議
会
報
告
会
へ
の
議
員
や
市
民
の
参
加
状
況
に

つ
い
て

三　

政
務
調
査
費
の
額
に
つ
い
て

四　

予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
の
総
括
質
疑
の
内
容

に
つ
い
て

　

な
お
、
小
松
島
特
産
の
鱧は
も

の
天
ぷ
ら
を
Ｐ
Ｒ
の
た

め
試
食
し
て
い
た
だ
き
、
大
層
味
が
よ
い
と
好
評
を

得
た
。

●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●
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意見書２通　　　　　　　　
　　関係大臣に送付しました
意見書２通　　　　　　　　
　　関係大臣に送付しました

米
価
の
回
復
と
価
格
の

安
定
、
ミ
ニ
マ
ム
・
ア

ク
セ
ス
米
の
輸
入
中
止

を
求
め
る
意
見
書
（
抜
粋
）

　

政
府
は
、
食
糧
自
給
率
の
向
上
や

担
い
手
を
育
成
す
る
た
め
の
一
定
の

施
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
が
、
売
価

を
回
復
さ
せ
る
こ
と
な
し
に
は
、
あ

ら
ゆ
る
施
策
の
成
果
は
期
待
で
き
な

い
。

　

以
上
の
趣
旨
か
ら
次
の
事
項
の
意

見
書
を
提
出
す
る
。

　
　
　
　
　

記

一
、
生
産
費
を
償
う
米
価
に
回
復
さ

せ
、
安
定
を
図
る
施
策
を
実
施
す

る
こ
と
。

二
、
備
蓄
水
準
百
万
ト
ン
に
不
足
す

る
十
四
万
ト
ン
の
買
い
入
れ
を
即

時
実
施
す
る
こ
と
。

　
　

ま
た
、
世
界
的
な
食
糧
需
給
の

逼
迫
を
踏
ま
え
、
備
蓄
水
準
を
大

幅
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

三
、
必
要
の
な
い
ミ
ニ
マ
ム
・
ア
ク

セ
ス
米
の
輸
入
を
中
止
す
る
こ
と
。

採択

請願第５号

「
米
価
の
回
復
と
価
格
の
安
定
、

ミ
ニ
マ
ム
・
ア
ク
セ
ス
米
の
輸
入

中
止
を
求
め
る
」
件
に
つ
い
て

核
兵
器
廃
絶
に
被
爆
国

政
府
の
積
極
的
な
役
割

を
求
め
る
意
見
書

 

（
抜
粋
）

　

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
原
爆
被
害

か
ら
六
十
四
年
を
経
た
二
十
一
世
紀
の

今
も
、
二
万
六
千
発
の
核
兵
器
と
拡
散

が
平
和
と
安
全
を
脅
か
し
て
い
る
。

　

核
保
有
国
を
初
め
、
世
界
各
国
で

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
」
の
声
が
広

が
り
、
九
月
に
は
国
連
安
全
保
障
理
事

会
が
「
核
な
き
世
界
」
決
議
を
全
会
一

致
で
採
択
、
国
連
総
会
へ
の
決
議
案
も

多
数
の
政
府
が
共
同
し
て
提
案
す
る
な

ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
く
広
が
っ
て
い
る
。

今
こ
そ
核
兵
器
禁
止
・
廃
絶
条
約
の
交

渉
を
開
始
し
締
結
さ
せ
る
と
き
で
あ

り
、
二
〇
一
〇
年
五
月
の
核
不
拡
散
条

約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検
討
会
議
で
の
具
体

化
が
強
く
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
被
爆
国
政
府
が
非
核
三
原

則
の
遵
守
を
一
層
明
確
に
し
つ
つ
、
全

人
類
的
課
題
解
決
の
た
め
に
、
積
極
的

な
役
割
を
果
た
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
請

す
る
。

請願１件、陳情１件　採択しました。

採択

陳情第４号

「
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
で
の
積
極

的
役
割
を
政
府
に
求
め
る
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
」
件
に
つ
い
て

不採択

請願第11号

「
消
費
税
に
よ
ら
な
い
最
低

保
障
年
金
制
度
の
実
現
を
求

め
る
」
件
に
つ
い
て

不採択

請願第10号

「
二
〇
一
〇
年
度
の
年
金
確

保
に
関
す
る
」
件
に
つ
い
て

不採択

請願第９号

「
乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
拡

充
を
求
め
る
」
件
に
つ
い
て

不採択

請願第８号

「
家
族
従
業
者
の
人
権
保
障
の
た
め
「
所

得
税
法
第
56
条
の
廃
止
を
求
め
る
意
見

書
」
採
択
を
求
め
る
」
件
に
つ
い
て

不採択

請願第７号

「
細
菌
性
髄
膜
炎
ワ
ク
チ
ン
の

公
費
に
よ
る
定
期
接
種
化
を
早

期
に
求
め
る
」
件
に
つ
い
て

不採択

請願第６号

「
Ｅ
Ｐ
Ａ
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
推
進
路
線
の

見
直
し
を
求
め
、
日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
の

推
進
に
反
対
す
る
」
件
に
つ
い
て




